
令和６年度 

                              　 　 　 　 学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 学力向上検討委員会構成 
  

 主体的・対話的に学び，たくましく生きる子どもの育成 学力向上推進員 委員　 　   校長 
       　 　   　        互いに認め合い，磨き合い，高め合う授業の工夫　 　 　 　 江東　 久美子 全職員
 　 　 　 　 　 　 　 　 　  タブレット端末の活用を通した個別最適な学びの推進     　      松永　 　 健治

                                                                                                           【各校の取組状況の把握について】 
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進 
 校内研修，管理職による授業参観，教員間での情報交換等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
 （１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○学習内容を概ね理解し，基礎・基本の力は ・ＩＣＴを効果的に活用しながら，基礎的・基本的 ・ミライシードや学びポケットなどを用いて，個々 ・基礎・基本の力は身に付いてきている児童が ・ＩＣＴでのドリル学習を継続するとともに， ・引き続き，ＩＣＴを効果的に活用しなが
身に付いてきている。約９２％の児童が，授業 な知識・技能を身に付けることができる。 の習得状況に応じた学習に取り組ませる。 多いものの，漢字の読み書きや修飾語の関係 小テストや机間指導で習得状況を把握し ら，基礎的・基本的な知識・技能を身に
がよく分かると思っている。 ・日々の学校からの学習課題に粘り強く取り組 ・授業後の児童の振り返りを生かして，習熟プリ 等，語句に関する習熟が不十分である。継続し 個別指導に生かすことにより，基礎的・基 付ける。 
○約８８％の児童が，意欲的にタブレットを使 むことができる。 ントや小テストを定期的に実施する。 て小テストやデジタル教科書のドリル，ミライシ 本的な知識・技能を身に付けることができ ・学力差に対応していくための有効な手
った学習に取り組んでいる。 ・毎日の宿題を必ず提出させ，間違いをその日 ードを活用し，それらの定着を図る。 た。 立てを考え，指導の仕方を工夫する。
●学力が二極化している。 のうちに直させるようにする。 ・下位層児童の知識・技能の習得に努め

たが，学力の二極化解消には至っていな
い。

 （２）思考力・判断力・表現力等の育成 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○約９０％の児童が，根拠や理由を意識しな ・ＩＣＴを効果的に活用し，自分の考えを根拠や ・ペアや班など対話的な場面を積極的に設定し， ・以前より自分の考えをまとめることができるよ ・ＩＣＴを活用して発表する場を設けること ・思考力を高めるための指導を工夫す
がら，自分の考えをもつことに積極的である。 理由を明らかにしながら，分かりやすく伝えるこ 少人数の中でのやりとりを積み重ねる。 うになってきている。他者と比較しながら自分の により，発信する情報の取捨選択や提示 る。（効果的な発問・思考ツールの活用
○友達の意見を聞いて，考えを深めたり広げ とができる。 ・メタモジやパワーポイント，実物投影機などを使 考えを見直したり更新したりする力を向上させ の順番など，相手を意識して伝えることが など） 
たりできつつある。 ・得た知識・技能を相互に関連づけ考えたり， 用し，自分の考えを整理したり，相手を意識して たい。そのために，人の発言を注意深く聞くこと できるようになった。  
●自分の意見や考えを口頭や文章で表現す 他の学習の場面で活用したりすることができ 図・表・絵で分かりやすく伝えることを意識させ を意識させ，それを踏まえてもう一度考える活 ・「聞く」指導に力を入れたことで，対話の ・継続して「聞く」」指導に努め，自分の考
ることに抵抗がある。 る。 る。 動を繰り返し行う。 中で自分の考えを再構築できるようにな えを広げたり深めたりできるようにする。 
●得た知識・技能を，自ら相互に関連づけた ・様々な問題解決の場面において，学習の系統 ・自分の考えを分かりやすく伝えることは，まだ ってきた。 ・ペア学習やグループ活動などの意見
り，他の学習の場面で活用したりすることに課 性を意識し，これまでに得た知識を活用して考え 不十分である。ＩＣＴを効果的に活用しつつ，相 ・既習事項と関連づけて，新しい課題解決 交流を行う際，目的意識をしっかりとも
題がある。 させる時間をつくる。 手の反応を見ながら，自分の考えを違う言葉で に取り組む姿が見られた。 たせ，効果的な話し合いの場になるよう

         何度でも伝えることに挑戦させる。 指導する。

 （３）主体的に学習に取り組む態度の育成 
 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項  
  

○授業や家庭学習に真面目に取り組む。 ・読書の楽しさや意義を実感し，進んで本を読 ・並行読書や読み聞かせを取り入れる。 ・やらなければならない課題には一生懸命真面 ・並行読書や読み聞かせを取り入れるこ ・徳島市立図書館との連携を強め，多く  
●進んで読書をする児童が多いとは言えな むことができる。 ・徳島市立図書館と連携して学習内容に関連し 目に取り組むが，受け身的である。導入の工夫 とで，読書の楽しさを味わうことができた の図書との出会いを設定する。  
い。 ・自分の学習状況を振り返り，課題を克服でき た図書を教室に配置する。 やゴールのイメージをもたせることにより，学習 が，読書時間が増えたとは言えない。 ・児童の振り返りから，授業改善に努  
●自分の学力や学習状況を客観的に捉える るよう計画を立て，実践することができる。 ・授業中の自己評価から課題を明確にさせ，解 に対して自ら挑戦していこうとする意欲が高ま ・中間指導や振り返りを行うことで，自分 め，児童が主体的に取り組み，達成感を  
ことができつつあるが，課題克服に向けての 決しようとする児童を育てる。 るように心がける。 の学習状況を把握し，学習の自己調整を 味わえるよう指導を工夫する。  
取組が十分できていない。 しようとする姿勢は見られたが，課題克服           

のための計画・実践にまで至っていない。  
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内町小学校

「学力向上実行プラン」
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